キンセイ ショキ スペインジン ノ パレスティナ ジュンレイ : ディエゴ デ メリダ ト タリファコウ オ レイ ニ シャカイ ガクブ カイコウ 30シュウネン キネン ロンブンシュウ by 関 哲行
近世初期スペイン人のパレスティナ巡礼













































































フェルナンド 2 世は1510年，イェルサレム王の称号を教皇ユリウス 2 世から認可された。
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の入場料，聖地パレスティナでの滞在費用など―を加算した場合，パレスティナ巡礼
の総経費は，更に膨らみ，民衆の年収の 5 ～ 6 年分を優に上回った。パレスティナ巡礼
は多くの民衆が参加できる巡礼行ではなく，貴族や聖職者，有力市民を主体とする「特
権的巡礼」に他ならなかったのである（ 4 ）。









ガレー船は通常， 5 ～ 7 月にヴェネツィアを出発し，アドリア海，イオニア海，エー
ゲ海を経てヤッファに入港した。気候条件や政治・軍事状況にもよるが，往路に 5 週間，
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